
 

道徳学習指導案 
 

日 時 平成３０年６月１日（月） 

学 級 岩手大学教育学部附属中学校  

２年Ｂ組４０名 

会 場 １Ａ３Ａ教室 

授業者 佐々木 淑乃 

 

１ （小単元的）ユニット名 「『好き』ってどんな気持ち？」(全３時間) 

題材名 「まるごと好きです」  【Ｂ（９）相互理解，寛容】（本時２／３時間目） 

     

２ ユニットについて 

（１） 生徒観 

２年生になり，クラス替えを経て，新たなメンバーでの生活が始まって２か月が経った。新たなメン 

バーでの活動には，大きな抵抗もなく，協力して頑張ろうとする姿が見られる。一方で，これまで関わ

りの少なかったメンバーに対して，苦手意識を持ち始めている生徒もいる。また，人間関係においては，

自分と合うか合わないかで相手を批判してしまったり，自分の好き嫌いで物事の判断をしてしまうこと

もしばしばみられる。 

 また，中学２年生というこの時期，恋愛にも興味を持ち始め，好きという言葉を聞くと，男女の関係

をイメージする生徒も多い。ところが，男女での考え方の違いや，時には人を傷つけてしまうことにつ

ながるということに気付かずに，面白がっている生徒も見られる。また，批判的な思考で物事を判断す

る傾向があるのも，この時期の生徒たちによく見られ，意味をよく考えずに，マイナスな言葉で人，物，

事を評価してしまうこともある。 

 道徳の授業においては，自分の考えをシートに書き表し，グループでの話し合いの中では自分の考え

を話せる生徒が多い。しかし，本音を語るというよりは道徳的価値に関する模範的な回答も多く，自分

事として問題を捉えられていないことが多い。また，全体交流になると，教師と生徒の問答になってし

まい，生徒同士での考えの交流が深まらず，一面的な考えに収束し，考えに広がりや深まりが見られな

いことも課題である。このことから，資料を自分自身と関わらせて考え，仲間との交流を活発にし，よ

り多面的・多角的な視点で考えられるような道徳の時間を展開させたいと考えている。 

 

（２） 教材観 

本ユニットは，「好き」という言葉をキーワードに，生徒から出されたイメージ（恋，愛，好きな食べ

物・教科・場所）から大きく「人に対する『好き』」と「人ではないものに対する『好き』」に分類し，

それらに関連する三つの内容項目で構成した。まず，「人に関わる『好き』」について考える題材として，

『中学校指導要領解説道徳編』のＢ[主として人との関わりに関すること]から，【友情，信頼】「友情の

尊さを理解して心から信頼できる友達をもち，互いに励まし合い，高め合うとともに，異性についての

理解を深め，悩みや葛藤も経験しながら人間関係を深めていくこと」，また，【相互理解，寛容】「自分の

考えや意見を相手に伝えるとともに，それぞれの個性や立場を尊重し，いろいろなものの見方や考え方

があることを理解し，寛容の心をもって謙虚に他に学び，自らを高めていくこと」これら２項目につい

ての資料から学習する。その後，「人ではないものに関わる『好き』」について考える題材として，Ｃ[主

として集団や社会との関わりに関すること]から，【郷土の伝統と文化の尊重，郷土を愛する態度】「郷土

の伝統と文化を大切にし，社会に尽くした先人や高齢者に尊敬の念を深め，地域社会の一員としての自

覚を持って郷土を愛し，進んで郷土の発展に努めること」についての題材を加えることで，一つのテー

マに対し，多面的・多角的に考え，深めていく。 

人と関わったり，自分の行動を決めたりする際，その判断を自分の好き嫌いで簡単に判断してしまっ

たり，物事を批判的に捉え「嫌い」ということを簡単に態度に表してしまったりすることがあるこの時

期。だからこそ，「好き」という言葉をテーマに，様々な価値の資料をもとに多面的・多角的な視点で，

「好き」という言葉に込められた思いを考えさせたい。そこから，表面的に捉えていた「好き」という

感覚ではなく，相手の立場，状況，他者との関わりなど，「好き」という言葉の意味に目を向けられるよ

うにしたい。そうすることで，「好き」という感情について，受け止める，大切にする，何のためか考え

る，など，自己中心的ではなく広い心で物事を考えられるようになると考え，本ユニットを構成した。 

 

（３） ユニットにおける学びの本質に迫る指導とその評価について 

本校道徳科において，学びの本質とは，①道徳的諸価値についての理解を深め，自分自身の生活との

関わりを考える，②他者と協働し，物事を広い視野から多面的・多角的に考える，③自己の生き方につ

いて考え，社会によりよく生きようと探求する，という三つの資質・能力を育成する過程であり，「道徳

性をもって他者と協働し，社会によりよく生きようと探求する」ことと捉えている。 



 

 

①学びの本質に迫るための指導について 

指導の視点  

視点１価値の明確化による

道徳的諸価値の理解 

「『好き』ってどんな気持ち？」という大きなテーマの中で，【男女の敬

愛】，【相互理解・寛容】，【郷土愛】など，一単位時間当たりの道徳的諸価

値を明確化させ，授業に臨ませる。 

視点２物事を多面的・多角

的に考えるための手立て 

 資料によって，複数の視点を提示して考えさせることにより，より，自

分自身の考えを深めさせる。また，自分の考えをもとに，グループや学級

で他者と議論し，様々な考えを受容的に聞き入れることで，自分自身には

なかった新たな考えに気付かせたり，自分の考えの根拠をより具体的なも

のにさせる。 

視点３自己の考えを深める

ための，表現・言語活動の

工夫 

自分の考えを表現したくとも，話すことや書くことを苦手とする生徒も

いる。このことから，生徒自身の考えを見とるために，書く活動と，話す

活動の二つを取り入れる。話す活動においても，全体交流の前にグループ

交流をすることで，全員に自分の考えを表出させる場を設ける。 

 

  ②評価について 

（ア）「学びの本質に迫るための評価」～一単位時間当たりのパフォーマンスの評価～ 

評価の方法  

評価１協働場面を生かした

記述の見とり 

グループや学級での議論において，自分の考えに新たな視点をもたらし

たり，深まりをもたらしたりした考えを，学習シートに記入させることで，

多面的・多角的な思考となっているかを見とる。 

また，一単位時間ごとにグループや学級の議論の直後に振り返り活動を

設定している。そこから，仲間の意見を踏まえつつ，問題場面における「今

の立場」を言語化させ，議論で得た学びや気づきが深化しているかどうか

を見とる。 

評価２学ぶ姿勢，学びの深

まりに関わる自己評価の見

とり 

①今日の授業を“自分事として”考えることができましたか 

②「なるほどな」と思うような意見や新たな気づきはありましたか 

③今後の自分の生活に生かせそうな学びはありましたか 

以上３点について，生徒がどういう意識で本時の授業に臨めたかを４段階

で自己評価させ，生徒個人の自覚化を図る。また，生徒一人ひとりが，年

間の道徳の授業の中で自己の考えを深められるよう，題材設定や授業改善

のための評価としても見とっていく。 

 

 （イ）「学びの本質に迫ったかを見とる評価」～継続的な学びのポートフォリオの評価～ 

評価の方法  

評価３中・長期的な学びの

深化の見とり 

毎時間の学習シートをポートフォリオする。また，ユニットの最終時間

にテーマに対する振り返りを行い，記述の変容や深化を見とる。また，ユ

ニットの中でも特に，生徒がより自分事として考えたり，多面的・多角的

に考えたり，より良く生きよう（実践しよう）と考えたりした場面につい

て見とり評価する。生徒へは，成長を励ます個人内評価として，コメント

等で還していく。 

 

 

 

 

３ ユニットの指導計画および評価計画 

（１）育成を目指す資質・能力 

① 「『好き』ってどんな気持ち？」というテーマのもと，【友情・信頼】，【相互理解・寛容】，【郷土の伝

統と文化の尊重，郷土を愛する態度】等の道徳的諸価値について理解を深め，資料や問いに対し自分

自身の生活と関わらせて考える。 

② 他者と協働し，「『好き』ってどんな気持ち？」というテーマについて，ユニットを通して，広い視野

をもって多面的・多角的に考える。 

③ 「『好き』ってどんな気持ち？」というテーマについてユニットを通して考えたことを自己の生き方に

生かし，社会によりよく生きようと探求する。 

 



 

○
迫
る
た
め
の
評
価 

●
迫
っ
た
か
を
見
と
る
評
価 

（２）指導目標 

① 一単位時間当たりの道徳的諸価値，【友情・信頼】，【相互理解・寛容】，【郷土の伝統と文化の尊重，郷

土を愛する態度】等において自分事として考えさせ，各時間の価値理解の深化を促す。   

② グループでの議論の中で，一つの視点からだけでなく，様々な視点から考えさせ議論を活性化させる。 

③ ユニットを通して，他者の考えや様々な視点から考えたことをもとに，これからの生活に目を向けな

がら再度自分自身の考えを振り返らせ，社会によりよく生きようと探求する態度を促す。 

 

（３）評価の視点 

 Ⅰ．道徳的諸価値につ

いての理解を深める 

Ⅱ．自分自身の生活と

の関わりを考える 

Ⅲ．他者と協働し，物

事を広い視野から多面

的・多角的に考える 

Ⅳ．自己の生き方につい

て考え，社会によりよく

生きようと探求する 

 ○Ⅰ 一単位時間当た

りの学習において，自

己が見出した道徳的諸

価値についての理解を

深めている。 

 

○Ⅱ 一単位時間当

たりの学習において，

道徳的問題を自分事

として考えている。 

○Ⅲ 一単位時間当た

りの学習において，道

徳的問題を他者と協働

し，多面的・多角的に

考えている。 

○Ⅳ 一単位時間当た

りの学習において，学ん

だことを自己のこれか

らの生活に生かそうと

している。 

  ●Ⅱ ユニットのテ

ーマ「『好き』ってど

んな気持ち？」につい

て考えたことと，自分

自身の生活との関わ

りを考えている。 

●Ⅲ ユニットのテー

マ「『好き』ってどんな

気持ち？」について，

他者と協働し，広い視

野から，多面的・多角

的に考えている。 

●Ⅳ ユニットのテー

マ「『好き』ってどんな

気持ち？」について考え

たことを，自己の生き方

に照らし合わせ，社会に

よりよく生きようと探

求している。 

 

（４）指導と評価の計画（○本質に迫るための評価 ●本質に迫ったかを見とるための評価） 

時 「資料」【内容項目】 ・学習内容 ◆指導の留意点 評価の視点 

 

 

 

 

 

 

１ 

「告白―『耳をすませば』より」【友情・信頼】 

 

・資料を読み，ユニットのテーマに沿った問いを立てる。 

【問い】「好き」についてあなたはどう思うか。 

・問いに対し，自分の考えと仲間の考えを議論させなが

ら，様々な視点から考える。 

 

◆ユニットのテーマである「好き」という気持ちのイメ

ージを自由に出させてから資料を読み，テーマに沿っ

た問いを立てる。 

◆自分の経験に加え，仲間と議論することで様々な視点

から考えさせる。 

 

○Ⅰ 道徳的価値に基づいて，自分考

えを明確に表している。 

（評価１） 

○Ⅱ 自分の経験と関わらせて，問い

に関する意見や考えをもってい

る。（評価１・２） 

○Ⅲ 仲間の考えを受け止めながら聴

き，自分の考えと関わらせている。

また，様々な場面を想起しながら

多面的・多角的に考えている。 

（評価１・２） 

○Ⅳ 問いに対する答えを考え，今後

の生活に生かそうとしている。 

（評価１・２） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

本 

 

時 

「まるごと好きです」【相互理解・寛容】 

 

・資料を読み，ユニットのテーマに沿った問いを立てる。 

【問い】「まるごと好き」についてあなたはどう思うか。 

・問いに対し，自分の考えと仲間の考えを議論させなが

ら，様々な視点から考える。 

 

◆前時での考えを紹介し，本時に関わる疑問を投げかけ

ることで，本時へつなげていく。 

◆ユニットのテーマに沿った問いを立てる。 

◆自分の考えに加え，仲間と議論することで様々な視点

から考えさせる。 

◆前時とも比較させながら本時の振り返りを書かせ，よ

り，多面的・多角的に考えられるようにする。 

 

●「人に対する『好き』」について，前時と本時での考え

の深まりを見とる。 

○Ⅰ 前時と関連したり，新たに考え

たりした道徳的価値について自分

の考えを深めている。（評価１） 

○Ⅱ 自分の経験と関わらせて，問い

に関する意見や考えをもってい

る。（評価１・２） 

○Ⅲ 仲間の考えを受け止めながら聴

き，自分の考えと関わらせている。

また，様々な場面を想起しながら

多面的・多角的に考えている。 

（評価１・２） 

○Ⅳ 問いに対する答えを考え，今後

の生活に生かそうとしている。 

（評価１・２） 

●Ⅱ ユニットのテーマ「『好き』って

どんな気持ち？」について考えた

ことと，自分自身の生活との関わ

りを考えている。（評価３） 

●Ⅲ ユニットを通して出た仲間の考

えや様々な視点をもとに，より，

多面的・多角的に考えている。 

（評価３） 

●Ⅳ 問いに対する答えを考え，今後

の生活に生かそうとしている。 

（評価３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

「この町が好き」 

【郷土の伝統と文化の尊重，郷土を愛する態度】 

 

・資料を読み，ユニットのテーマに沿った問いを立てる。 

【問い】「この町が好き」についてあなたはどう思うか。 

・問いに対し，自分の考えと仲間の考えを議論させなが

ら，様々な視点から考える。 

・人に対する「好き」という気持ちについて考えたこと

とも関わらせながら，ユニットを通して「好き」とは

どんな思いかを考える。 

 

◆前時での考えを紹介し，本時に関わる疑問を投げかけ

ることで，本時へつなげていく。 

◆ユニットのテーマに沿った問いを立てる。 

◆自分の経験に加え，仲間と議論することで様々な視点

から考えさせる。 

◆「好き」という思いについて，人を対象として考えて

きた視点に，人ではないものを対象とする視点を加え

て問いについて考えさせ，視野を広げさせる。 

 

●「人ではないものに対する『好き』」について，「人に

対する『好き』」での学習を生かした考えの深まりを見

とる。 

○Ⅰ 前時と関連したり，新たに考え

たりした道徳的価値について自分

の考えを深めている。（評価１） 

○Ⅱ 自分の経験と関わらせて，問い

に関する意見や考えをもってい

る。（評価１・２） 

○Ⅲ 仲間の考えを受け止めながら聴

き，自分の考えと関わらせている。

また，様々な場面を想起しながら

多面的・多角的に考えている。 

（評価１・２） 

○Ⅳ 問いに対する答えを考え，今後

の生活に生かそうとしている。 

（評価１・２） 

●Ⅱ ユニットのテーマ「『好き』って

どんな気持ち？」について考えた

ことと，自分自身の生活との関わ

りを考えている。（評価３） 

●Ⅲ ユニットを通して出た仲間の考

えや様々な視点をもとに，より，

多面的・多角的に考えている。 

（評価３） 

●Ⅳ 問いに対する答えを考え，今後

の生活に生かそうとしている。 

（評価３） 

４ 資料について 

（１）資料名 「まるごと好きです」（中学道徳② 心つないで 共育出版）より 

 

（２）資料のあらすじ 

主人公は，人との出会いにおいて，「まず『まるごと好きになる』」という思いを抱いていた。田舎育



 

ちで，城下町に転校してきた主人公にとって，クラスの友達は，皆洗練されて上品に見えた。そういう

友達の中には苦手な部分もあった。しかし，「まるごと好き」というのは，「嫌い」もひっくるめて好き

という思いで，相手のいいところを見るようにしている。嫌いなところも好きなところも，どう見るか

は自分次第。それが主人公の身に合ったやり方で，そう思うことによって，人とのつき合いも大変では

ないと感じている。 

この資料から「まるごと好きになる」という主人公の思いについて，それはどういうことなのか，前

時で考えた「好き」に対する思いとも比べながら考えさせることによって，他者を受け入れる，他者を

尊重し助け合うという意味での「好き」について迫っていく。 

 

４ 本時の構想 

（１）ねらい 

「まるごと好きになる」という筆者の主張に込められた思いを理解し，それぞれの個性や立場やも

のの見方・考え方を尊重しようとする態度を育てる。 

 

（２）本時の指導の構想 

本時は，『中学校指導要領解説道徳編』のＢ[主として人との関わりに関すること]，【相互理解，寛容】

「自分の考えや意見を相手に伝えるとともに，それぞれの個性や立場を尊重し，いろいろなものの見方

や考え方があることを理解し，寛容の心をもって謙虚に他に学び，自らを高めていくこと」を道徳的価

値の中心に据えて展開していく。 

本時では，主に展開部で行う「『まるごと好きになる』についてあなたはどう思う？」という問いにつ

いての交流によって，生徒の考えの深化を図りたい。資料にあるように，人の良いところを見つけるこ

との大切さについては，頭では分かっている生徒が多い。しかし，そうは思っていても，自分の直感で

好き嫌いを決めてしまうことも多いし，嫌いだと思ってしまったことを好きになるというのも実際は難

しい。「あなたは」と問うことで自分の思いを表出させ，仲間の考えにも関心をもたせたい。その上で，

「まるごと好きになる」とは，どういうことなのか，その言葉に込められた意味はなにか，なぜ筆者は

そういう考えを持っているのか，グループや学級で自分自身の考えと関わらせながら議論していく。そ

こから，前時で扱った【友情・信頼】にもとづく「好き」という思いに加え，【相互理解，寛容】にもと

づいて，他者を受け入れる，大切にする，助け合うという意味での「好き」という思いがあることに気

付かせたい。また，「まるごと好き」という考え方が，他者に向けられている生徒が多くいることが予想

される。そこで，「『まるごと好き』とは誰のことを言っているのか」という問いから，他者に向けられ

た視点を自分に向けて考えさせたい。他者に対しては，できないと思いながらも受け入れるといったよ

うな考えが出されるだろう。しかしそれでは資料の読み取りに留まってしまう。そこから考えを深める

ためにも，自分に視点を向け，自分の弱さと向き合うことで，他者の弱さを許せたり，他者の良さを受

け入れたりできるということに気付かせたい。 

  終末では，ユニット２時間にわたって考えてきたことをもとに，「好き」という気持ちについての考え

を振り返り記述させる。２時間を通して同じテーマでも違う視点で学習したことをもとに，「好き」とい

う気持ちについて改めて考えることで自分の考えに深化や変容またはさらなる疑問をもたらし，次時へ

つなげたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）本時の展開  

段

階 

学習活動および学習内容 

■学びの本質に迫る指導の工夫・予想される生徒の反応等 

時間 

(分) 

指導上の留意点および評価 

○学びの本質に迫るための評価

●学びの本質に迫ったかを見とる評価  



 

導 

入 

１ 「まるごと好き」という言葉について考える。 

２ 資料を読み，学習材を知る。 

 ・「まるごと好き」ってどういうこと？ 

３ 本時の問いを知る。 

◎【問い】「まるごと好きになる」についてあなたはどう思う？ 

ワークシート 

3 

 

4 

(7) 

1 

(8) 

・資料を読む前に「まるごと好き」

という言葉について思ったこ

とを自由に発言させ，関心を持

たせる。 

展 

開 

４ 問いについて考える。 

① 個人の考えと根拠を記入する。（3分） 

② グループで議論する。（15 分） 

③ 学級で議論する。（10 分） 

 ・嫌いなところを好きになることはできない。 

 ・良いところも悪いところも受け入れるのは大事だと思う。 

■視点２物事を多面的・多角的に考えるための手立て 

 

 

 

 

（できない）→見る側の視点だよね。 

自分がみられる側だったらどう？ 

 

■視点３自己の考えを深めるための，表現・言語活動の工夫 

 

 

 

 

実はね、このお話全部じゃないんだ。 

「まず    をまるごと好きになる」何が入ると思う？ 

「まるごと好き」最初は誰かを見る側だったけど、自分が見られ

る側だったらっていう２つの視点からたくさん考えてきたね。じ

ゃあ、もう一回、受け入れるとか…のまるごと好きについてどう

思うか、問いについてのところに書いてみよう。  

５ 問いについてもう一度考える。 

・交流を通して，問いについての考えを記入させる。 

■視点１価値の明確化による道徳的諸価値の理解 

 

 

 

 

・自分にも失敗や欠点はあるから，互いに助け合っていくこと。 

 ・自分の短所と向き合うことによって相手の短所も許せるよう

になると思う。また相手を批判してばかりだと自分も高まっ

ていかない。他の人のいいところから学べるようにしたい。 

28 

(36) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10:15 

 

 

 

 

 

 

5 

(41) 

 

20分前 

10:30 

 

 

・グループでの議論で考えが広が

らなかった場合，新たな視点を

提示して考えさせる。 

 

・自分だったらという視点で考え

させることで，客観的ではな

く，自分事として考えさせる。 

 

 

【議論の見とり】・【メモの記述】

【問いについての記述】 

○Ⅰ 前時と関連したり新たに

本時で考えたりした道徳的

価値について，自分の考えを

深めている。（評価１） 

○Ⅱ 自分の経験と関わらせて，

問いに関する意見や考えを

もっている。（評価１・２） 

○Ⅲ 仲間の考えを受け止めな

がら聴き，自分の考えと関わ

らせている。また，様々な場

面を想起しながら多面的・多

角的に考えている。（評価

１・２） 

○Ⅳ 問いに対する答えを考え，

今後の生活に生かそうとし

ている。（評価１・２） 

終 

結 

～って考えたんだね。ねぇ、みんなさ、やなせたかしさんって知 

ってる？まさに～作者。そのやなせさんがね、こんなこと言って 

るんだよ。「人は、欠点がない人を、好きにはなりませんよ。」 

さあ、では、前回は恋愛の好きについて、今日はまるごと好きに 

ついて考えた今、好きっていう気持ちについてどう思うか、振り 

返りに書いてごらん。 

６ 前時と本時の学習から考えた「好き」という気持ちについて

振り返りをする。 

■視点１価値の明確化による道徳的諸価値の理解 

 

 

 

 

 

・「好き」という気持ちには様々な意味がある。まずは自分を好

きになれるくらい自分の欠点と向き合うことで，誰かを大切に

したり，認め合ったりできるのだと思う。  

７ 全体で交流する。 

８ 本時について自己評価する。 

4 

(45) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 

(49) 

1 

(50) 

【振り返りの記述】・【自己評価】 

●Ⅱ ユニットのテーマ「『好き』

ってどんな気持ち？」につい

て考えたことと，自分自身の

生活との関わりを考えてい

る。（評価３） 

●Ⅲ ユニットを通して出た仲

間の考えや様々な視点をも

とに，より，多面的・多角的

に考えている。 

（評価３） 

●Ⅳ 問いに対する答えを考え，

今後の生活に生かそうとし

ている。（評価３） 

・グループや全体交流をふまえ，様々な仲間の考えに触れ

ながら，再度「好き」という思いについて個人で考えさ

せることで，好きという言葉に込められた，互いを受け

入れることや助け合うことの大切さに気付かせる。 

・「まるごと好きになる」ことはなかなかできないと思うこ

とに対し，人を見ている視点から，見られる視点に変え

て考えさせる。 

・問いについて，自分の考えを話し，他者の言葉や他のグル

ープの言葉を聴きながら比較し，より自分自身の考えを深

めさせる。 

 

・交流をふまえ，様々な仲間の考えに触れながら，再度問い

について個人で考えさせることで，自分と他者とを関わら

せて考える必要があることに気付かせる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


